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は じ め に

 外国語教育の目標については，コミュニケーションに必要な技能の養成，外

国文化の理解，国際協調精神の育成，諸外国との友好関係の発展，自国語の理

解，一般教養の高揚など幅広く論じられてきた。そして，そうした多面的な目

標をこれまである程度達成してきたことは確かである。FIPLV（Federation

Intemationa1e des Professeurs de Langues Vivantes：1975）の調査

によれば，最近の動向としては大多数の国がその国における外国語教育の主な

目標を「コミュニケーションに必要な技能の養成」に置こうとしている。外国

語教育の最終目標はやはり「言語教育の究極目標は，学習者が正確かつ流暢に，

そして主体的にその言語を使えるようにすることである。」（W．F．Mackey）

ということになるのではないだろうか。

 しかし，日本語のように孤立した言語を母国語としている我々にとってこの

目標を達成するには相当の時間数を要することは，現在「英語」の学習にあて

られている時間数を考えるまでもないことである。しかるに，一般教育科目と

しての第二外国語にあてられている時間数は極めて短い。特に，短期大学にお

いては1年次だけで週2時間程度で終るところが多い。このような状況のもと

で，その教育目標をどのように考え，どのように授業を進めればよいのであろ

うか。
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I．目標について

 外国語の習得に必要な時間数は，母国語とその対象言語との類似性や学習方

法や学習に用いる時間の密度や社会環境などによって異なるので一概に推定す

ることは困難であるが，かなりの時間を要することは確かである。殊に日本語

を母国語としている我々にとってはなおさらである。このために，我が国にお

ける第二外国語教育について，その言語のコミュニケーションとしての運用面

に期待するよりも，思考力や意志力の訓練としての効果を期待したほうがよ

い，という説もある。外国語学習を通して数学などの学習とはまた違った意味

で人間的な思考力や意志力を訓練することは可能であろう。しかし，やはりそ

れは外国語学習の間接的な効果として期待できても，それ自体を直接目標とす

るべきものではない。では，短期大学における一般教育科目としての第二外国

語（フランス語）教育に何が期待できるのであろうか。私はその目標として次

の4項目を自分に与えている。

 ω 英語の知識を活用することによって，短い学習時間をできるだけ有効に

  用いて，コミュニケーションに必要な技能の養成を目指すこと。

 12〕フランスの文化やフランス人らしさをできるだけ理解させ，良識ある人

  間性豊かな国際人を育てること。

 13〕第一外国語である英語の学習を深めさせる意味において，第二外国語と

  してのフランス語の知識を役立てること。

 14〕フランス語を学ぶことによって，一層深く母国語（日本語）の特性をか

  えりみさせること。

 以上のとうりであるが，ωの英語の知識を役立てることについては，多くの

フランス語の教科書や参考書の著者が主張しておられることで，構文，語の配

列，語いなどを英語と関連づけて理解させると短時間学習の効果をあげ，フラ

ンス語の言己憶を定着させるのにも役立つと考える。なお，コミュニケーション

に必要な技能の養成を目標とするのは，短い時間数から判断すれば，あまりに

一18一



   短期大学における一般教育科目としての第二外国語（フランス語）教育

も遠過ぎる目標で意味をなさないとも考えられそうであるが，たとえ不可能と

わかっていてもこの最終目標に焦点を定めて進むべきではないだろうか。この

遠い目標に一歩でも近づく努力を第一として，他の目標にも沿う努力をするこ

とが，第二外国語学習においても基本的態度として常に保たれていなければな

らないと思う。上述13〕については，「フランス語を学習している英国の生徒が，

英語の文法を・いわば，フランス語の目を通して眺めるということは・確かに

可能であり，かつ有用なことである。」（ハリデー他r言語理論と言語教育」大修館

P．145）このことから，日本において中学・高校と6年間英語を学んできた学

生が，フランス語を学ぶことによって，フランス語の目を通して英文法を見直

すことが出来るというのも同様に有用なことだと考えてよいと思う。

］I．第二外国語学習の動機と興味について

 本学においては，一般教育科目としての第二外国語は1年次において独・払

いずれか選択必修になっている。本学でフランス語を選んで学習している学生

に対して，最近行なったフランス語を選んだ動機と学習興味についてのアンケ

ートの結果を示すと，次のとうりである。これは本学短大1年生の80人を対象

に1980年9月，前期試験の直前に行なったものである。

 第二外国語としてフランス語を選んだ動機と学習興味についてのアンケート

質問1 第二外国語としてフランス語選んをだのはなぜですか。

                                 （％）

 ①フランス語が自分にとって魅力があったから………………・………76．3

 ② ドイツ語よりフランス語の方が単位がとりやすいと思ったから…・・5．0

 ③ただなんとなく選んだ（ドイツ語でもよかった）…一…………・…3．7

 ④人からすすめられて選んだ・………・…・・・……・・……・・……・・・・・・…3．7

 ⑤その他…・…・・…・…・………一…・一……・・…一・・……・…・・……・11．3

質問2 フランス語の学習に興味がありますか。
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                                 （％）

 ①たいへん興味がある………・……・・…………一・…・………………・・・…8．8

 ②かなり興味がある一・・…・………・・…………・……・・………・…・・………16．2

 ③少し興味がある………………・・・……………・…………………・・………61．3

 ④興味はない……・一…一………・・………・・……………・・・・・……・…一・13，7

質問3 フランス語の学習にあなたの英語の知識（語い・文法）が役に立って

    いると思いますか。

                                 （％）

 ①役に立っていると思う一……………・・一……・…・・・・……………・・一80

 ②役に立っていないと思う……・…・…・・…・・一…………一・………・・・…20

 質問1の⑤『その他』では，「将来ぜひフランスヘ行きたいから」「以前にフ

ランス語を習ったことがあるから」「希望している就職にフランス語をやって

いると有利だと思ったから」「家にフランス語の辞書があったから」などがあ

った。質問1の回答のうち，フランス語の選択理由が「単位をとりやすいと思

ったから」「人にすすめられて」「なんとなく」など消極的理由によるものが15

％あるが，残りの85％はなんらかの意味で積極的な意志によってフランス語を

選択している。質問2に関しては，フランス語を学習しはじめて4か月の段階

で86．3％の者がフランス語学習に興味をもっていることを示している。質問3

では，80％の者が自分のもっている英語の知識がフランス語の学習に役に立っ

ていると感じていることを示しており・このことを質問2との関連において調

べてみると，質問2で「興味がある」と答えた者のうち84．1％の者が「英語の

知識がフランス語の学習に役に立っている」と考えている。それに対して「興

味はない」と答えた者のうち45．5％の者が「英語の知識が役に立っていない」

と思っている。即ち，英語の知識が役に立っていると思っている者の方がずっ

と多くフランス語の学習に興味をもっているということがわかる。

 フランス語を選んだ理由には，パリをはじめとしてフランスという国がもっ

ている魅力やフランス文学・フランス映画・ファッション・料理・シャンソン
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やフランス語の美しさにひかれてなど，があると思うが，案外「国際語」とし

てのフランス語の地位を知らないので，動機づけや興味づけのために，次のよ

うなことも認識させたい。①国連の公用語は，英語・フランス語・ロシア語・

スペイン語・中国語・アラビア語の6言語であるが，そのうち英語とフランス

語が国連のworking language，つまり議事運営や案内業務などに主に使用

される言語である。②UNESC0（1964）とFIPLV（1975）の調査による

と，世界119か国で外国語として教えられている言語の中で，第一外国語とし

て英語を選んでいる国が85か国，フランス語を選んでいる国が21か国，ロシア

語が6か国，イタリア語が3か国，スペイン語が2か国であり，フランス語は

英語と比べると少ないが，英語とフランス語を合計すると全体の84％を占めて

いる。

 H，E．Palmerは，言語学習に興味の持続が必要であることを力説し，その

要素として次の6項目をあげている。（1）theeliminationofbewilder－

ment（困惑要素の排除）（2）the sense of progress achieved（進歩感

・成就感）（3）competition（競争意識）（4）game・1ike exercise（ゲー

ム的練習問題）（5）the right relation between teacher and student

（師弟間の正しい関係）（6）variety（多様性），以上の項目のどれをとっ’て

も短い第二外国語学習の中で満たすことは困難である。しかし，努力目標とし

て常に考慮しなければならないことであろうし，特に（1〕困惑要素の排除，（2〕進

歩感・成就感，については細心の考慮をしながら授業を進めなければ，せっか

くのフランス語学習がおもしろくもない単に単位を揃えるためのいやな科目と

して終ってしまうであろう。

皿．授業のあり方について

 授業のあり方として私が考え実行していることは，出来るだけ英語の知識を

利用することによって短時日で終るフランス語学習の効果を高め英語と関連づ

一21一



けてフランス語の言己憶を定着させるようにすることである。しかし，音声につ

いては，英語の発音の知識はフランス語の発音にあまり役に立たないし，かえ

って邪魔になりさえするので，．英語の発音を参考にしないようにして，日本語

から出発するようすすめている。音声指導には時間がかかるので，短い年間時

数のなかで音声にカを入れると遅・々として進度がはかどらず苛立ちを感じるこ

とも多い。 しかし外国語教育はなんと言っても音声を優先しなければならな

い。幸い，日本人にとっては英語よりフランス語のほうが発音しやすい。

 丸山圭三氏「発音に関してだけ言えば，日本人にとっては英語よりフランス語の方が

  発音は楽ではないかと思います。……日本語とフランス語は発音からだけ見たら近

  い言葉といえるでしょう。」

  田島宏氏「僕も，発音に関しては・英語をできるだけ忘れて，むしろ日本語から出発

   してフランス語の発音をするという考え方に賛成です。」（「基礎フランス語」55年

   5月号）

私は・毎授業時間テープを聞かせるのを欠かさないように努めており・また教

科書のテープは学生各自にもたせ，「音声」のテストを行ない，なんとか自分

としては満足に近い結果を得ている。抑揚に関しては，英語との比較学習の意

味で次のような点に注意したい。英語は句が長くなるにつれて以下のように語

の強勢を変える。

    It’s an o1d house．

    It’s a nice o1d house．

    It’s a very nice o1d house．

一方フランス語では，強勢の位置は以下のように，一般に語，句，文の末尾に

ある。

    Je sais．

    Je le sais，

    Je ne sais pas．

    Je ne1e sais pas bien．

    Je ne le sais pas assez bien pour qa．
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また英語の強勢の変化は，フランス語では通常次の例のように表現の変化とな

って表われる。

 （英） 1．Henry（not John）9ave me this book．

    2．Henry gave（did not1end）me this book．

    3．Henry gave me（not you）this bqok．

    4．Henfy gave me this（not that）book．

    5．Henry gave me this boρk（not this knife）．

 （仏） 1．a）Ce1ivre m’a6t6donn6par Henri．

      b）C’est Henri qui m’a donn6ce1ivre．

    2．Ce1ivre，Henri me1’a donn6．

    3．C’est註moi que Henri a donn6ce1ivre．

    4．Henri m’a donn6ce livre－ci．

    5．C’est ce1ivre que Henri m’a donn6．

 語いに関しては，まずフランス語と英語はCOgnate（同語根語）が極めて

多い。S．Resnickの “Essential French Grammar”の巻末には，2500

語の。ognatesがあげられている。形容詞の接尾辞が一able，一ibIe，一al，一ant，

一entの場合や，名詞の接尾辞が・ion，・tiOn，・age，・iCe，・ent，・enCe，一anCe，

・aCleの場合は，以下のように両語は同じ綴りであるものがほとんどである。

               （英仏同綴語の例）

     admirable     innocent      accident

confortab1e

horribIe

possib1e

COmmerCia1

rOya1

ignOrant

imPOrtant

eXCellent

opiniOn

miIliOn

attentiOn

natiOn

COurage

passage
juStiCe

SerViCe

mOment
patience

Si1enCe

ba1ance

finanCe

miraCle

OraC1e
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しかし，綴りが同じであれば意味も同じであろうと学習者が軽く考えないよう

に，次のような例も必ず示す必要がある。leCtureは英仏間綴りであるが，

英語は「講義」，仏語は「読むこと」と意味は異なり，commodeは英語では

「整理だんす」を意味する名詞であるが，フランス語は同じ意味の名詞の他に

よく使われる「便利な」を意味する形容詞がある。またフランス語のsensible

は英語のsensibleではなくsensitiveである。また，chan㏄，change，

confection，face，figure，grave，habit，locationなどのように綴りは同

じであっても，あるいは似ていても（三。tua1：actuel，apology：apoIogieな

ど），意味する範囲が異なるものは数多くある。また次のような語は，綴りは

似ていても意味は異なるので注意を要する。

  （英   語）

attend   ～に出席する

apPointment 約束

1ibrary    図書館

physician   内科医

presentment 陳述，提出

Supply   ～を供給する

  （フランス語）

attendre    待つ

apPointements 給料

1ibraire    本屋

physicien    物理学者

P「6sentement 現在では

Supplier    懇願する

文法に関しては，フランス語と英語は構文や語の配列がたいへん似ているので

授業の進度に応じて両語を比較して説明すれば，学生はそのことに興味をもち

理解もし易いと思う。例えば，次の例文などがそれである。

Subject   Verb   Direct Object   Prepositiona10bject

Pierre    6crit      une lettre      註son pさre．

peter    is writing  a letter      to his father．

Subject      Verb

Son frさre    6tait rest6

His brother had remained

Predicate CompIement

 ga「§0n・

a bache1or．
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注意しなければならないのは，両語が似ているためにかえって類推によって起

こしやすい干渉を未然に防ぐ授業処置をしておかなければならないことであ

る。英仏両語の比較では「時制」に特に注意しなければならない。例えば，フラ

ンス語の直説法現在のI1joue du piano．は英語の直説法現在のHe plays

the piano。と現在進行形のHe is playing the piano．の両方の意味を合

わせもっている。フランス語の複合過去のJ’ai lu un livre．は英語の現在

完了のI have read a book．と同じ伝達内容を伝えており，文構造も全く

同じである。このため学生は現在完了と複合過去を同じ用法のように誤解して

しまいやすいので，誤解に落ち入らないよう未然に説明しておかねばならな

い。つまり，フランス語の複合過去は「過去時制」であって，過去を示す副詞

と共に用いることが出来ることや，「過去の行為の結果が現在に残っている」

英語の現在完了の『結果』や，「～したことがある」という『経験』を表わす

ことも出来ること，しかし英語のHe has been working．のような『継続』

を表わすことは出来ない，ということなどは説明しておくべき基本的な異同点

である。また次のような場合には，英語の現在完了がフランス語では直説法現

在で表わされることも説明に加えたい。We have known him for years．

三Nous1e connaissons depuis des an6es．

 構文や語順が全く同じものや極めて似ているものを次のように英仏両玄並列

して示せば，学生の興味を増し，文構造の記憶を定着させるために効果がある。

（A〕文構造が同じで覚えやすい文例

M011  COuSin   et    Sa   fianC6e  arriVent   a    SiX   beureS．

1．

my cousin and his fianc6e arrive  at six  o’c1ock．

La premiさre legon est trさs importante．
2．

The  first lesson is  ve呼  important．
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3．

4．

5．

6．

7．

8．

I1 eSt facile de faire cela．

It iS eaSy t0 do it．

Je SuiS ennuy6 de Ce travaiL

I am tired Of the work．

Je

La

The

C’

This

comprends

understand

parfaitement

perfectIy

fleur

flower

qui

which

eSt

iS

dans

in

quand  VOuS

when you

par1ez

speak

le VaSe

the vase

eSt

iS

trさS

Very

lentement．

SlO如1y．

eSt

iS

le

the

mOnSieur

nlan

que

whom

j’ ai

I have

belle．

beautiful．

COnnu

known in

Lo皿dre．

London．

9．

Quand

When

6tait

had

nOuS

We

d6j主

already

SOmmeS arriV6S

arriVed at

la

the

gare，

StatiOn，

le

the

train

train

parti．

started．
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10．

Il

He

aVait

had

beaucoup de1iv1＝es，

many books，

beaucoup de papier，

much paper，

pe皿de pain，

litt1e bread，

peu de p1u皿1es，

few pens，

plus de prudence．

more prudence．

（B〕文構造が極めて類似していて理解しやすい文例

1．

Je SuiS

am

trさS heureuX

Very glad

de

tO

砂。m3 砂0〃．

5ee yOm・

2、

J’ ai

have

que1que chose

something t0

〃0m∫ 6古γ2．

fe〃ツ〃．

3．

I1

He

paraissait

seemed

ne pas

nOt t0

me砂0〃．

see me。

4．

Pourquoi

Why

aVe2・VOuS
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 また，フランス語を学びはじめた者が最初につまずくのは動詞の変化の多様

さに接した時であろう。そこで，動詞の変化は，綴字よりも音声で覚えるよう

に指導したい。直説法現在の第一群規則動詞を例にとれば，

    （フランス語）           （英   語）

 je Par1e   nous Par1ons    I speak    we speak

 tu Parles  vous Parlez       you sPeak    you speak

 il parle    i1s parlent       he speaks   they speak

であり， これを綴字でみると英語はspeakとspeaksの2種類であるが，

フランス語は5種類もある。しかしこれを音声でみれば，英語の2種類に対し

てフランス語は3種類で1つ多いに過ぎない。他の動詞の変化も音声での種類

はそう多くない。なお，通常フランス語の動詞の学習の最初に扱う第一群規則

動詞が動詞全体の90％ばかりを占めるということをあまり印象づけないほうが

よい。なぜなら，日常生活に多く用いられる動詞に不規則動詞が多いからであ

る。フランスにおける「基本語フランス語計画」（L’61aboration du franξais

616mentaire）によれば，日常生活でもっとも頻度の高い動詞，およびもっと

も有用な動詞のそれぞれ上位10語は次のとうりであって不規則動詞が多い。

（最も頻度の高いもの）

   etre

   aVOir

   faire

   dire

   a11er

   VOir

（最も有用なもの）

 manger
 boire

 dormir

 6Crire

 1ire

 marcher
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     SaVOir           aller

     pouvoir          Parler

     falloir           travailler

     vOu10ir          prendre

 次に，フランス語を学ぶことによって英語をより深く理解することが出来る

という点についてであるが，雑誌「現代英語教育」（1980年11月号）において，

左々正治氏が紹介しておられる米国インディアナ州，パーデュー大学における

フランス語初級の受講生260名に対して行なった「将来フランス語を使う可能

性がもっとも高いと思うのは」の調査結果では，①フラスン語圏への旅行（頻

度194），②フランス文化の理解（141），③母国語の理解（131），④米国のフラ

ンス人との会話（121），⑤仕事上の文通（93），⑥研究用文献の読解（62），⑦

フランス語圏での仕事（48），⑧留学（21）」となっている。ここで注目したい

のは「母国語の理解」が3番目になっていることである。アメリカの大学生が

フランス語を学習することは母国語の理解に役立つと高い比率でフランス語学

習の有用性を認めていると判断することができる。もちろん，フランス語学習

をアメリカ人が母国語の理解に役立つと考えることと，日本人の英語学習に役

立つと考えるのと同次元で扱うことはできないが，その有意性としては同じも

のがあろう。例えば，松井恵美氏が著書「英作文における日本人的誤り」の中で

「ThereisahotelonthehiIl．とThe hotelis onthehill．の2文

を学生に示して， どう違うかたずねたが・はっきり答えら・れる者はいなかっ

た。」として，存在文「場所十不定な事物」，所在文「特定な事物十場所」につ

いて書いてられるが・フランス語も同様・I1y a m h6tel sur Ia co11ine．

L’h6tel est sur la co11ine．であって，I1y aのあとは，不特定名詞であ

り，特定の名詞ならし’b6tel est．．．の形をとる。 このことから。I1y a．．．

の構文の否定形は，．Il・n’y a pas de．．．と否定冠詞のdeがくることがわか

る。逆に言えば，フランス語でI1y aの否定形がI1’n’y a pas deの形を

とるということが，英語の冠詞の性格を考えな一 ｨす契機を与えるであろう。ま
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た，フランス語の動詞の多くは，英語では動詞句に相当するものが多い。例え

ば，

（仏）動詞

Entrez．

Sortez．

Montez．

Descendez．

   （英）動詞旬

Come in．   Go inl

Come out，  Go out．

Come up．  Go up．

Come down． Go down．

このことは，フラスン語を通して英語の動詞の性格を理解するのに役立つであ

ろう。また，私の経験では，代名動詞ρ学習時に，Il arrεte un mOment・

Il s’arrεte son cheval．のような文例を通して，英語の自動詞と他動詞の

相違にあらためて注意を向ける者が多くいる。

む  す  び

 短期大学における一般教育科目としての第二外国語教育は，限られナこ短い時

間の学習である。この現実を踏まえて，いかなる目標をかかげ，どのように効

果をあげるべきなのか。このことは今後研究し続けていかなければならないこ

とがらであるが，自分の経験を通して，その「在り方」と「方向づけ」をまと

めてみたつもりである。本学はr英語科」の単科の短期大学であるので，私は

特にフランス語の授業を英語学習と関連づけることを配慮してきたし，今後も

さらにそれをすすめていきたいと考えている。ただ，フランス語と英語は友達

のようにみえて実は「にせの友達」（faux amis）と言われるように，比較学

習においては，両言語が似ているからといって学習者にとってすべてがプラス

に働くとは限らないということを十分考慮に入れてすすめなければならないと

思っている。しかし，英仏両語を比較して学ぶ効用は学生にとって極めて大き

いと確信しているので，これを現実に即した形に多少とも自分なりに体系づけ

ていきたいと考えている。
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